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金属材料技術研究所

待望の照射下クリープ試験来春開始
5年にわたる整備計画完成へ

　核融合エネルギーの実用化は膨大なエネルギー

の供給を可能にするうえ、燃料となる重水素（D）

は，水中に存在しほとんど無尽ぞうと考えられる

ので、資源エネルギーにめぐまれないわが国とし

ては，強力に研究開発を推進する必要がある。

　核融合炉の炉心で使用される材料は、中性子照

射を激しく受け，多量に生成されるヘリウム（He）

による損傷や中性子による原子のはじき出し損傷

が大きく，既存の材料で使用に耐え得るものはな

いと考えられている。そこで，将来の商用炉の実現

には，新材料の開発の成功が必須となってくる。

　当研究所では，中性子照射による脆化，スエリ

ング（、1、くらみ）について小型加速器，日本原子力

研究所の材料試験炉などを用い研究を進めてきた。

しかしながら，照射と同時に変形応力を受ける原

子炉材料の研究開発には，さらに，照射下クリー

プ特性の研究を行うことが必要となる。それは，

中性子照射環境下では金属材料はクリープ変形し

やすく，照射脆化のため破断寿命も短かくなるた

めである。そしてその挙動は，水素，重水素など

の軽イオン照射下でクリープさせた場合と，相関

関係を有することが知られている。

　そこで，当研究所では軽イオン照射下クリープ

試験を計画し，単軸引張式と振り方式のクリープ

試験機，イオン加速器（小型サイクロトロン），試験

機にイオン・ビームを送るビームトランスポート系

を逐次整備し，来春から試験を開始することにな

った。

　この加速器では，水素イオン（p），重水素イオ

ン（d）を照射することができ，照射による損傷

量にたいするHe発生量の割合が核融合炉中の場合

とほぽ等しい。ま・た，核融合炉環境では数百～数

千ppmのHeが316鋼中に生成すると考えられてい

るが，本装置は約1000ppmのHeを試験片中に打込

むことができる。

　本装置は，核融合炉用および高速炉用材料の開

発，候補合金や改良合金の照射下クリープの解明

と，そのデータ蓄積などの面で，大いに威力を発

揮するものと期待される。

写真　軽イオン照射下クリープ試験装置。
　　A　照射チェンバー。
　　B　赤外放射温度計，写真右側よりAに照射される。



核融含炉第1壁候補材（PCA）の照射特性
Ti添加による性能向上

　核融含炉や高速増殖炉の炉心構・造材料として，

316ステンレス鋼が有力であるが，使用申にスエり

ングが生じたり，クり一プ変形祇抗が低下したり

することが指摘されている。また，核融含炉では照

射により3I6鋼に多量のHeが生成され，約550℃以

上では生成したHeが拡散して結晶粒界に凝集し

気泡を形成し，著しく脆化することも知られてい

る。これらの欠点を改良することが世界各園で進

められておo），わが圃でも日本原子力研究所を中

心として，PCA（Prime　Cand1date　A1loy）の開発

が行われている。

　現在最も有力なPCAは，16Ni－15Cr－2．5Mo－

0．06Cを基本組成として，これにO．2％Tiなどを

添加したもので，加工後熱処理を行うことによっ

て結晶粒内にTiC炭化物を微細に析出分散させ，

TiC炭化物と素地との界面にHeを捕捉してHe脆

化を軽減しようとしている。

　原研では，米園との共同研究で，オークリッジ

原子力研究所のH　F　I　R炉やO　R　R炉を使用し，

PCAの照射特性の評価試験を進めている。しかし，

原予炉照射は長時間を要し，また，照射容積も限

られるため現状では多くのデータを得ることは不

可能である。イオン照射によ｝）申性子照射をシミ

ュレートした試験は，このような原子炉照射の不

十分さを補うことができ，材料開発の雑進にはこ

れら2つの照射言式験を組含せるのが最も良いと考

えられる。

　　　　　　　　　　　　　　20δpa，　55ぴC

照射損傷速度

口1．l／1l’伽11
区：1旦．5×10－5dpa／s

　当研究所では，昭和56年度から原研との共同研

究で，シミュレーション試験によるPCAのスエリ

ング特性やHe脆化の評価を進めている。図rは，

PCAのスエりングを3正6鋼と比鮫して示したもの

である。照射は当研究所の小型加速器を用い200

keVの水素イオン・ビームを使って行った。図に示

すように，同一条件での雨含金のスエりングは，

PCAが316鋼に比べて少なく，とくに損傷速度の遅

い工．5×ヱ0■5dpa／Sの場含に顕著である。核鰍含

炉中での損傷速度はさらに1～2桁低いものと考

えられるので，スエリングにたいしてPCAは3I6

鋼よりはるかに優れていることが推定できる。

　図2は，PCAのクリープ破断強度におよぽすHe

の影饗を示す（照射下クリープではない）。Heの注

入は理化学研究所のサイクロトロンを用い650℃で

行ったむTiCの分敵状態を変化させるために，3種

類の熱処理を行い，その効果を調べた。㈹はS　T

（1050℃，1hの溶体化処理），（B）はS　T＋800℃，

10hの時効，（OはST＋20％冷閲加工十750℃，1h

の時効である。He注入による影欝は㈹では兇ら

れるが，（B）ではあま‘）見られない。（C）において，

TiC炭化物は最も微細に分散しており，予想どお

りクリープ強度が最大であるだけでなく，Heによ

る寿命の低下はわずかであリ，この原因は照射申

にTiC炭化物が微細析出するためである。このよ

うにPCAにおけるTiC炭化物の微細分敬は照射特

性の改善にきわめて有効である。
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図1　316轟1瑚とPCAのスエりングの比較。
　　　SA　：溶イ本化処理，

　　CW：溶体化処理後，冷1≡≡≡竈加工。
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スポヅトニュース

　新しい磁気冷凍作業物質

　単結晶の育成に成功

　趨篭導披術の遮渉に伴い、冷媒

としての液体ヘリウムや趨流動
へりウムを効率よく作る樹灘とし

て，磁性体の発熱，吸熱効果を利

用した磁気冷凍機が注慶されてい
る。

　当研究所では，冷凍機のI申心を

なす磁気冷凍作薬物質（希ニヒ類磁

惟休）の闘発を遮めてきた。そし

て救近、新しいイ乍薬物質，ガドり

ニウム・ガりウム’アルミニウム
　ガーネット（Gd3（GaI＿討A…、）5

012，x≦0．4）磯絡；≡…｛の酋成に成

幼した。

　この単絡■轟Iコは，禽鰯波蕎秀導加熱

弓1．．1二げ淡によって育成した腹経約

28㎜m，・便さ約50刷皿で，欠陥の傲め

て少ない良質のものである。

　しかも，硯征作薬物質として供

試されているガドリニウム・ガり

ウム・ガーネット（G｛G丑5012）単

繍，黒1よリも，熱伝導率が格蜘こ火

きいGd3A15012を禽有しているた
め，熱的特性の優れた実用価億の
一縞レ、窃1握｛氏亨溜．周ヨイ乍妻髪巧勿優迂と；螂イ寺さオし

る。

　　　（科学技術振一興調整徴研究）

　核融合炉第1壁候補材料

　（P　C　A）の疲労特性

　PCA（16Ni－15Cr－2，5Mo－0．2

T1）の醐1閉一特一1唖1は、冷閉加工，

1時効，あるいは～令1’糊加二〔十時奏カに

より敬零寧される。15％冷閉力n二工二十

800℃、1hの1瞭効は，1・1］件乎蝋射

においても街効で’あることが実蕎副1

されている。

　ところで核融含炉では，核反応
が峰竈欠自勺に生じるために，構造材

は熱応カを繰返レ受・ける。そこで’

葵験炉の稼働溜．度の1つである，

430℃で疲労喬武験を行い，疲労隈

におよぽす加工および力胃工後時効

の彬饗を’調ぺた。

　その総梨，溶依化処理材と比絞

すると，旦5％冷1習伽工材の疲労隈

はわずかに低下した。ヱ5％冷闘加

二1二十時効材では，　さらに大きな疲

労1災の低下が見られた。

　PCAの成分および冷！’舳11工後の

時効は，j耐照射特催の改蕃を酬1勺

として定められたものであるが，

疲労特惟の亘亙iからの性能改醤も望
まれる。　　（原了・匁ヨヰ考料・不冴争£音1｛）

Nb製錬に関する日辛共同研究

のフィジビリティスタディ開始

　当研究所で’は，　竃呼1科学披術1協

カ脇定による熱1■管の共剛琳究と

して、昭利．156年度よりI＝1］国北京鋼

鉄箏院との粥で｝工方ブ等特殊元

素を含む銑鉄の繍錬に関する研究’’

を巡めてきた。これは，

環1；’樽で産｛妃する鉄鉱石に含まれる

約O．1％秘度の工才ブ（Nb）を働収

するためのもので，当研究所にお

いて研究された連続製鋼’技術を応

月…した選択酸イヒ法により，lO％以

上のNb205を含む商品位のスラッ
グを製造することに成功した。

　この成一榮をうけて刺釧向金］二薬

省は，製釜炎所の近代化に必裟な連

統製鋼技術の導入と，銑鉄11トから

Nbを固収するための大獺パイロッ

トプラントの鑑設を計醐し，新披
術闘発；薯．葦薬団に日申共同による閉

発研究の1司ヨし入れを行ってきた。

同嬰業団ではこのプロジェクトに

たいし，パイロットプラントのフ
ィジビりティスタディ（概念設蕎’i’）

に蒲手した。　　（製鍬研究郁）

　難接合材の被覆もできる

　　“キャストノ寸ルジング”

　1ニド空金屑の壁を液倣などで圧力

をかけ内側から手Il1し広‘ずるノくノレジ

カ1」i工と，縞圧鋳造を組合せたキャ

ストノくルジングを当研究所で闘発

した。

　金型内にセットした蘭体申空
金属の内郁に溶融金属を圧入する

ため，固欄と液欄が商揺乱高圧で界

繭を接しつつ成形と搬含が剛寺に

行われ、極めて優れた接合性をも
った複合成形考氷カ｛禍1られる。また，

アルミやステンレス鋼のように強

［黄1な酸化皮膜の存荻により、遜徽

の方法で一は接含不可能な材料でも

良いオ辮1召三を示し，外皮材として佼

用できる。これは溶湯と接しつつ

外皮材が変形し，新生繭の露出が

起こるためである。

　この方法によると，表蘭に耐燦

耗性およぴ1耐食性を有した機械音11

品を’製造することや，内郁材を選

択することによつ普1蝸の軽撒化を

図ることカ｛できる。　さらに，概々

の性能をもつ複含成形体の製造も

郷待できる。

　　　　　　　（金属加二．1二研究畜1…）

レーザーを用いて見えない

傷をさぐる

　繊造物の保守検俺や材料の品質

管理は，災審を未然に防ぐために

櫨めて璽要なものであり，非破壊
4灸室ξはこの禺的に省受も遭した’フテ浸…

である。

　当］研究所では，被検体に衡桜ふ

れることなく劃壬破壊検祢ができる

方法・として，レーザーを胴いた趨

曹波探侮の研究を行っている。

　レーサ’一を周いれば，離れた場

所からの検祷が硲能で’あるととも

に，ビームを絞ることにより非徽

に小さい範巨董1の探傷ができ，縞猟

環境［1二Iや複雑な形状物の検礁も可

育旨となる。さらに，趨鴇＝波信号の

コンピュータ処理披術と鮒含せる

ことによって，材料の新しい蕎三乎個

技術の巌闘も期待できる。

　これまでに，光千渉法・を芦掲いる

ことによつ、鋼の申を伝ぱしてき

た振編の数オングストロームの趨

音波をレーザーで受信することに

成功している。

　今後は，趨音波の受儒感度を．i二

げるとともに，レーザーによる趨

穐＝波送僧についても研究開発を遼

めていく方針である。

　　　　　　　（オオ糊・強さ偏f’究音憎）
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貝　本鉱難会 4．1 1 賛鋼鉱粉体試料の熱電率に及ぽす粒子條および充損臓 製 錬

圧力の影響
2． 碗酸酸一1誓1溶液申における亜セレン酸の遼元遼度におよ 〃

ぼす懸濁電位の影響
3． 粉末試料（亜鉛繍鉱）の誘電率および誘電搬失湖1」定法 〃

に＝ついて

4． 硫酸酸1窒…溶液における黄鉄鉱の酸化遼度におよぽす懸 〃

濁電位の景多響
5． 閑璽鉛鉱（粉）および瀬鉛精鉱の誘電率および誘電損失 〃

6． 定電位酸化法による硫酸溶液申の亜鉛精鉱の酸化挙動 〃

目本金鰯挙会 4．1～4．3 1． Fe－N1－A〕一C含金における形秋記憶効果 機 能
2、 Fe－Al－CおよびF僅一Al－Mn－Cマルテンサイトの轍比に 〃

およぽすAlおよびMn濃度の影響
3． 穣々の鋼におけるマルテンサイトの尊由比異常とその要 〃

因

4． 銀超微粒子の徐酸化効果及び熱的安定性について 〃

5． Ni超微粒子表繭の化学的性質（II） 〃

6． ZrN超微粒予の室温酸化 〃

7． 総‘；＝妻1化したFeTiスパッタ固莫の水索透過 〃

8． 水繁プラズマによる混含趨微粉の製造 〃

9． C0又はC02を含有する不純水繁とFeTil．140o．03の表・ 〃

’漸反応生成物についてのガスクロマトグラフィー



挙・協会名 発蒙期貝 発　　嚢　　題　　　舅 担当研究部

目本金腐学会 4，1～4．3 ユO，1艇鉛蒸気申加熱による錦基形状記憶合金の製造と催質 機　　　　能
11、二次再結晶法による長い純Mo単結晶線の製造とその機機 〃

12．商簡波奥空溶解した金属閲化含物TiAlの機械的性質 物　　　　　理

13．HxV20ヨの電気伝導性 〃

14．V205一買系の鰭搬繍造 〃

15．都市ガス炎加熱によるFeSi2熱発電索子の鮒久性 〃

16、液体ナ1一リウムによる金属材料の腐食におけるI…ド腕効 原　　予　　煩
榮の機微

17．モリブデン単緒晶のクリープ 〃

18．核融合螺蜘こおける材料の誘導放射能の蕎平個 〃

19．モ■jブデン単締1黒ヨの低漱破壌に及ぽす熱処理の効果 〃

20．　獺射下クリープモテ“ル　ヂS工PA」　の評個 〃

21一析出強化…艘Fe－N…一Cr鋼の1守1惚子照射彫竃化と弓1張り 〃

破断1時のヘリウム放出
22－n昌itu　V呂Gヨ趨電導繊オォ・の長尺化の研究（第§報〕 樋　　低　　揺乱

23，Sn－Ti含金芯を用いた内部拡散Nb3Sn櫨細多芯趨電導 〃

線

24．弓〕二げ法によるGdヨ（Gal＿亜Al、）5012単繍戯の慨転位化 〃

の検詞1

25・Gd3（Gal一、A，王）5012蝋繍晶の磁気冷凍特性 〃

26．ニッケル姥鋳造含金のγおよびγ’棚申のタングステンの 化　　　　　学
漉度分布

27．趨籔雌カl1工に適した比強度の商いチタン含金の闘発 エネルギー
28．MnAトX系破質磁性材料の超急冷 強　　　　　力

29一剤強度釜1瑚の海水中疲労き裂進歴挙動に及ぽす遡大荷璽、 〃

の・彩辮

30．Ti－I5V－3Al－3Cr－3Sn合金の機械自勺性質におよぽす締 〃

効組織の影琴裂壬

31、時効硬化董1瑚の腐食疲労き裂進展 〃

32．SUS32ユステンレス鋼表・臓のチタン化含物の析脇挙鋤 腐　　　　食
33．Fe－C－Ti含金表磁へのTiC煽の析崩 〃

34．SUS304ステンレス鋼のクり一プ畔Iの硫焚の粒界偏析 〃

35，Ni基耐熱含金のY－A1複含被覆禰の商激鮒食惚 〃

36．金属間化含物T1Alの剖灘波奥空溶解一 工　　薬　　化

37．金属閲化含物T1Alの溶鱗材におよぽするつぽの脱ガス 〃

処理交カ果

蟹本鉄鋼協会 4．1～4，3 1一機械繊造用鋼の△Kth近傍における疲労き製の進展に 芽オ　　　　強
影響する2，3の雌：子
2．ポィラ管用2×Cr－1Mo鋼の長蹄閥クリープ破断とク 〃

り一プ扱傷評棚
3．Ni基単結晶耐熱含金の商混強度に及ぼす〆梱申の丁田ノ エネルギー
W比の影響
4．液体ヘリウム淵．度におけるTi－5Al－2，5SnELI材の疲れ 敬　　低　　濃

破壊
5．溶鰍酸化鉄の溶鉄‘牛炭繁による一遼元速度（溶融遼元一7） 工　　薬　　化
6．溶銚［1］ニオブまたはマンガンの優先除去（含Nb溶銑の 〃

糀錬一2）

7．アルカリ金属炭鮫筑系フラックスによる溶銚「1コのNbの 〃

・選択駿化（含Nb溶銑の締錬技術に濁する餅究一3）

8・α一W及ぴプ析出強化N湛耐熱含金のクり一プクラッ 原　　予　　炉
クにおける不純He環境効果
9－Ni－26Cr－17W含金のIO00℃における時効挙鋤及びHe 〃

即腐食
工O．腐食疲労き裂伝ぱ挙動に及ぽすき裂長さの影機 疲　　　　　れ

1王．低△K頒域における腐食疲労き裂伝ぱ鮪線の決定法 〃

12、各種鉄鍬オ料の低△K領域における腐食疲労き裂伝ぱ特性 〃

13、腐食疲労籍命の予狽■」式の検討 〃

ヱ4．弓1張特惟による高濫低サイクル疲労締命の稚定 〃

ユ5．縞強度翁瑚の疲れ強さと硬さとの関係 〃

16．漢炭焼入鋼のフィッシュアイ起、咲に屍られるモードII 〃

き裂形成

17、長時間クリープ疲れ葦式験機の開発 〃

18、オーステナイトステンレス鋼のクリープ疲れ寿命、・余 〃

寿命予測



掌・協会名　　　発表期層 発　　　襲　　　題　　　匿 寺旦当研究部

目本鉄鋼協会4．1－4，319，
　　　　　　　　　　　　　　　　20．

溶　　接　　学 会

21．

22．

23．

　　　　　　　24．
　　　　　　　25，
　　　　　　　26．
　　　　　　　27．

4．2－4．4　　1、

2．

3．

　　　　　　　　　　　　　　　　4．
壌彗食霞方食協会　　5．15－5，17　1、

2．

圓本材料挙会5．21～5－22
低湿二1＝葛重毛轟者菱　5．22－5．2壬　1．

賞泰鉄鋼協会　5．29

粉体粉末冶金協会　5．29－5．30

日本海水挙会6．5－6．7

2．

3．

4．

18－8系ステンレス鋼のクリープ狽傷の生成と微綱組織
SUS316鋼の応カリラクセーション挙動に及ぽす溢度
の影響
密度測定法によるクリープ扱傷鐙の評価
襖含荷璽下の1Cr－Mo－V鋼のクリープ疲労梱互作用
1Cr－O．5Mo鋼（SCMV2NT）及び2．25Cr－1Mo鋼（A　S
T　M　A542）の長時閲クり一プ破断特性
高強度12Cr耐熱鋼の機械的性質に及ぼすMo，Wの彩襟
T1－6AI－4V合金STA材の電子ビーム溶接性
索粉末漉含法で製造したTi－6Al－4V含金の機械自勺特惟

Ti－6Al－4V合金庄延材の機械的性質の異方恢
馴奇1蜘な蜘蓄1の］鑑れの形成1去1r　　蔽rヒーム俗接に

おける溶融金属の挙動（鵡3鍬）一一
拡散溶接部の表節皮膜の才一ジエ解板一一一拡敵溶按郁
での表櫛皮膜の挙動に関する研究（第1報）一…
掘散俗接部の空脇ての表繭皮膜の挙動　　掘散俗接郡
での表圃皮膜の挙動に関する研究（繁2報）一
商い引張残留応力のもとでの溶接継手の疲れ強さについて

笑機小型ガスタービンによるタービン翼及びその被覆
の熱サイクル疲れ誠験
80㎏fl　mm2級商張カ鋼の各種海水環境下における疲れ
挙動
クリープ疲労欄互作用下のSUS316歪1祠の努命予測
内部拡散法によるSi－Ti芯Nb宜Sn極細多芯線の趨電導
特憧と綴織
（Wa－Va）二元b㏄含金におけるTcの圧力効果
レーザービーム照射による商性能趨電導化合物の含成
V－Ti－Ta3元含金の趨電導特一1塗におよぼす材料処理の

オーステナイトーフェライト変態における含金元繁の
作用

商遼度鋼Super　f1nesの畷鶏条件およぴその特性
地熱水からのりチウムの鉋収

強

疲

リ　　　プ

力

接

れ

エネルギー

強

ク

傲、

強

加

化

り　一　プ

低　　徽

力

］二

（圭［1圭当石π究音≡三‘まH召汗口60左F3月3IEヨ現孝I三）

食短　信命

⑧人塾異動　昭和60年3月31日

定年退職　鈴木正敏（筑波支所長）

　　・　　増本　剛（金属物理研究菩脹）

日召不口60年4月1日

併　任　金属物理研究部長　中川寵一（所長）

昇　任　筑波支所長　汰刀川恭治（極低温機器材料研

　　　　究グループ総合研究宮）

昇　任　極低澱機器材料研究グループ　総含研究官

　　　　前田　弘（極低滞機播材料研究グループ第6

　　　　破究グループリーダー）

昭和60年嬉月6B付

併任終了　金属物理研究部長

　　・　　金属化学研究部長

昇　　任　材料物性研究部長

　　　　　究部第2研究室長）

配置換　構造制御研究部長

　　　　　究部長）

昇任腐食防食研究部長

刺11龍一（所長）

刺1瀧一（所長）

吉州明静（金属物理研

新屠和嘉（腐食防食研

佐々木靖男（機能材料

研究部第3研究室藁）

配援換　粉体技術研究音脹

　　　　　部長）

小饒　醇（工業化研究

⑱海外出張

　福島貞夫　溶接研究部第1研究室長

　ヨ加科学技術沸力による共同研究の調査のため昭和

60年3月9臼から昭和60年3月22日までカナダヘ出張
した。

　岡閏雅年　原子炉材料研究郁長

　高中性子照射試験計画の検討に関するワークシップ

に出席のため昭和60年3月17日から昭和60年3月24ヨ

までアメリカ合衆国へ出張した。

　石田　蓮　エネルギー機器材料研究グループ研究員

　全米腐食技術者協会の研究集会“CORROSION85”

に出席のため昭和60年3月2蝸から日召和60年3朋1日

までアメリカ含衆国へ出張した。

　安申　嵩　材料強さ研究部主任研究官

　核燃料輸送容器の評価基準及び研究調査のため昭和

60年3月17日から昭和60年3月24日までアメリカ含衆

團へ出張した。



　　　　　　機　構　改　正

　昭和6θ年4月6日付金属材料技術研究所組織規

則（総理府令）の一部改正が行われた。

1．改正の概要

　材料開発の基盤技術の強化及び革新技術の翻製

を園指した研究を重一1匁的・効果的に推進するため，

金属物理研究部，金属化学研究都及び工業化概究

都の所掌業務を整理・再編成して，金属材料等の

各種物性の設蓄十及び評伽に関する研究及び組成分

析，構造解析を行う材料物性研究部，金属材料等

の構造の制御に関する桝究を行う構造制御研究部，

及ぴ粉体の製造とその利用技術の開発に関する研

究を行う粉体技術研究部を設置した。

2．新組織の構成及び業務

第

3
研
究
室

材料物牲研究部

金属材料等の構造と物性との関連に関する

基礎的な研究及び試験，これに関する施設

及び設備並びにこれらの調査に闘する業務

（第2研究室，第3研究室及び電子計算機

室の所掌に属するものを除く）。

金属材料等の物理測定及び物理分析，これ

に関する施設及び設備並びにこれらの調盗

に関する業務（電予壽十算機室の所掌に属す

るものを除く）。

金属材料等の化学分析並びにこれに闘する施

設及び設備並びにこれらの調査に関する業務

（電子討算機室の所掌に属するものを除く）。

子
計
舞
機

金属材料等に関するデータの処理及び解析，

これに関する施設及て甘設備並ぴにこれらの

調剤こ関する業務。

構造制御研究部

繁

1
研
究

第

2
研

塞

第

3
研
究

鵜

4
研
究

金属才オ料等の構造の制御に関する基礎的な

研究及び試験，これに関する施設及ぴ設備

並びにこれらの調査に関する業務（第2研

究室，第3研究室及び第4研究室の所掌に

属するものを除く）。

金属材料等の低次元構造の制御に関する基

礎的な研究及び試験，これに関する施設及

び設備並びにこれらの調査に関する業務。

金属材料等の表繭構造の制御に関する基礎

的な研究及び試験，これに関する施設及び

設備並びにこれらの調査に関する業務。

金属材料等の特殊環境における構造の制御

に関する基礎的な研究及び試駄　これに関

する施設及び設備並ぴにこれらの調査に関

する業務。

粉体技術研究部

第

1
研
究

第

2
研
究
室

第

3
研
究

第

4
研
究

金属材料等の粉体の製遼技術に閥する硲究
及び誠験，これに関する施設及び設備並び
にこ二れらの調祷に閥する薬務（簾2研究室

の脈掌に属するものを除く血）

金属材料等の趨微粉体の製造技術に関する

研究及び試駿，これに関する施設及び設備

並びにこれらの調査に関する薬務。

金属材料等の粉休の矛1胴披術に関する研究

及び試験，これに闘する施設及び設備並びに

これらの調稔に闘する薬務（鏑4研究室の
所掌に属するものを除く。）

金属材料等の超微粉体の利用技術に関する

研究及び試駄これに関する施設及び設備並

びにこれらの調査に関する業務。



所長　　　中　111龍　一

科学研究官 金尾正雄

“管 理 部 松原勝定 一

庶 務 課 高貫秀雄
一

金 計 課 高橋秀正
≒

企 画 課 越」1；隆光
≡
…

技 術 課 小方 実

材料試験業務課 本困邦夫
寺

r
一I■■■一■1

］

材料物性研究部 音」l1明静1 ㌔

第1研究室 大河内 真1 L第2研究室 松本武彦1
第3研究室 辻本得蔵≡
物理分析室 日ヨ村良雄…
化学分析室 大沌内春乃1
電子計算機室（併）書　川　明　静1
11’1’1II■I　■■■■1’’’111■I■■■1－1’■1’　　　　　1　■111－1’I■I■I

（
構造制御研究部 新屠和嘉1材 第玉研究室 書原一紘1
第2研究室料 小口信行1
第3研究室 斉藤一男≡

開 第4研究室 申谷 功1

1■1一』’’■1■■I 二
発

機能材料研究部 武内月月之
部 第玉研究室 梶原節夫

≡

第2研究室 小川恵一
｛

門 第3研究室 天野宗導
｛

第4研究室 鈴木敏之
I
㌔

〈
I 第5研究室 渡辺 治
〉

） エネルギー機器 ■

材料研究グループ　山　崎　遣　夫
第ヱ研究グループ 新井 隆

第2研究グループ 功

第3研究グループ 山懸敏博 一

第在研究グループ 有富敬芳 オ

第5研究グループ 武井 厚 オ
第a研究グループ 高橋仙之助 f
；正正ケ古甘π ＝一　　一』＾　　H1　尚岬 』

生

産
技

術
部
門

製錬研究部
鉄製錬第1研究室

鉄製錬第2研究室

鋏製錬第3研究室

非鉄製錬翻研究室

非鉄製錬第2研究室

粉体披術研究部

第1研究室
第2研究室
第3研究室
第4研究室

吉松史朗
大場　　葦
尾澤正也
福沢　　章
亀谷　　’樽
長谷」l1良　佑

小口　醸1
武田　徹1
字蘭雅魔1海江田義也＝
小沢英一1

支所長

材

料
開
発

部
門

I至

太刀」I1恭治

皿1．l1は機構改正

管理課中村実
強力材料研究部　河部義邦
第1研究室　　角田方衛
第2研究室（併）河部義邦
第3研究室　　申村森彦
原子炉材料研究部

第1研究室
第2研究室
第3研究室

生
産
技
術
部
門

材

料

信

煩

性

都

門

極低滞機器
材料研究グループ
第1研究グループ

第2研究グループ

第3研究グループ

第4研究グループ

第5研究グループ

第6研究グループ

金属加工研究部

鋳造研究室
塑性加工第1研究室
塑僅カ竈工第2研究室

溶解圧延室

溶接研究部
第1研究室
第2研究室
第3研究室
第4研究室

嗣田雅隼
自石春樹
福富勝夫
鈴木　　正

前田　　弘
囲中吉秋
井上　　廉
和田　　イニニ

戸時一正
石川圭介
佐藤充典

古林薬一
佐藤　　彰
申島宏興
田頭　　挟
三井達郎

中村治方
福島貞夫
岡圖　　明
入江宏定
北原　　繁

材料強さ研究部　横井　信
第玉研究室　新谷紀雄
第2研究室　　青木孝夫
非破壊検査聯究室　斉藤鉄哉
材料強さ試験室（併）横　井　　　信

腐食防食研究部

第1研究室
第2研究室
第3研究室
第4研究室
クリープ試験部

第1喬式験室

第2試験室
疲れ試験部
第玉試験室
第2言式験室

第3試験室

佐々木靖男
武内災児
清水義彦
福島敏郎
藤井哲雄

賜中千秋
門馬義雄
八木鈍一
西鶴　　微
金澤健二
太出昭彦
永臼］徳雄
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